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九博デー 開催          理事長 川添廣志 

◆ 第２７回九博デーを３月２６日（土）に九州国立博物館にて開催しました。ご存じだと思いま

すが、【九博デー】とは？太宰府の地に九州国立博物館が文化庁により特定された日の喜びを忘れ

ないように、毎年開催し、今年で２7 回目となります。本年の九博デーの内容については、昨年に

続き、九州国立博物館のフィールドミュージアム構想で植樹された（枝垂桜群）の花の美しさをア

ピールして、多くの方が博物館に訪ずれるきっかけになるとともに、九州国立博物館が市民により

身近になることを目的としています。 

当日、午前中は美しい枝垂桜の近くの中庭で【餅つき体験会】を開催し、体験者には、一等賞に

九博特別展のチケットが当たるくじ引きをしました、子供たちに、外国人にも体験してもらい、大

変賑わいました。 

午後からはミュージアムホールにて太宰府天満宮・宝物殿主管学芸員の味酒先生に【桜のお話の

講演】を企画しました。味酒先生の講演に参加者は本当に魅了されたようです！講演後は、もちろ

ん九博を見学後、ゆっくりと外の枝垂桜を見ていただきました。 

今回も他団体とのネットワークを広げる為に大宰府ロータリークラブに共催を、つくし青年会議

所にも多大な力をいただきました。来年はもっと多くの団体と協力をして、九州国立博物館を応

援していきたいと思います。会員のみなさんの更なるご協力を御願い致します。 

アクト 61号 
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 九博デー第 2 部「桜のおはなし」 

“さくら”と日本人   「レジメ」 

１， 桜・・木花乃開耶姫（このはなさくやひめ） 

１） 日本神話 

父・大山祇命（おおやまつみのみこと） 

母・天孫瓊瓊杵尊（てんそんににぎのみこと） 

２） 富士山 

２， 和風と唐風 

１） 日本人の歴史的感性 

梅と桜 

漢詩と和歌 

３， 病気と桜 

１）国際交流と病気 

２）平安時代    山桜→吉野桜 

３）安土・桃山時代  醍醐の花見 

４）吉宗の時代   染井吉野 

梅に対する憧れ 

５）山伏と桜   石楠花 

６）宝満山、吉野権現 

  ４，桜と花神 

１）エフェドリン 

２）鴨居・長押・床柱 

３）桜餅 

４）茶筒に桜の木の皮 

５）紅花、紫根草、七草、桃仁、菖蒲、菊 

 

・お花見は年に一回行うのが、日本人の生きる知恵である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                

 

 《こんなところで、何ですが・・》 

表紙絵を数年担当して頂いている松村栄二さんが、4 月 28 日から 30

日までの 3 日間、天拝山歴史自然公園入口の「ぶくら」で個展を開催し

ます。入場無料。武蔵寺の藤祭りに合わせて、どうぞ足を運んでくださ

い。西鉄二日市駅前「ひさや」さんに作品が展示されています 

なお、昨年来、広報委員会で活躍中の平田利光さんが本年 3 月で職場

を勇退され、広報の柱として、もてる編集力を発揮して頂けそうです。

展望がひらけ飛び跳ねる明るい兎年、そうだ！宝くじでも買いにいこう 

 

太宰府天満宮文化研究所主管研究員 

味酒安則氏 
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特別展「アール・ヌーヴォーのガラス」 

 

                           企画課 望月規史 

 

開館以来、当館は日本とアジア、ヨーロッパとの文化交流の歴史を中心に、展覧会を開催して

きました。その対象としてきた時代や地域は実にさまざまですが、折に触れてヨーロッパの美術

をご紹介する展覧会もこれまで行っています。その多くは油絵を中心とする絵画作品でしたが、

このたび当館では、近代ヨーロッパのガラス工芸に光を当てた特別展を初めて開催することとな

りました。それが、「アール・ヌーヴォーのガラス」です。 

 「アール・ヌーヴォー」というこの言葉、どこかで耳にしたことがある方も多いかも知れませ

ん。これは、19世紀末から 20世紀初めにかけて、フランスを中心に巻き起こった大きな芸術運

動を指す言葉です。フランス語で「新しい芸術」を意味するこの運動は、絵画や工芸、建築など

様々な分野で展開し、人々の暮らしを豊かに彩りました。世紀転換期に花開いたアール・ヌーヴ

ォーの意義については色々挙げることができますが、とりわけ、幕末の開国を機に海を渡った日

本の美術工芸品がヨーロッパ文化に及ぼした衝撃、いわゆるジャポニスムに代表される異国趣味

を背景にしつつ、自然の造形に触発されたモティーフを、最新の素材や技術を用いて表現しよう

とするところに大きな特徴がありました。 

そして、この運動をガラス工芸の分野から牽引した人物こそ、エミール・ガレ（1846-1904）と

ドーム兄弟（オーギュスト：1853-1909、アントナン：1864-1930）です。彼らは、フランスの首

都パリではなく、北東部であるロレーヌ地方のナンシーを拠点

に、それまでのヨーロッパにはなかった全く新しいガラスの造形

を次々と生み出していきました。過去の様式に囚われ低迷してい

たフランスの美術界にあって、ガレは当時流行の兆しを見せてい

た日本美術や自然の造形にいち早く着目し、さまざまな技法を研

究・開発するとともに自らの造形に取り込みました。そのことを

よく示すのが図 1です。まるで月明かりのように淡く美しく光る

このガラスは、1878年パリ万国博覧会にガレが「月光色」と名

付けて発表したガラスで、その印象的なフレーズも相まって当時大きな反響をよびました。器の

縦横にめぐらせた畝の凹凸が美しく輝き、そこに鮮やかなエナメル彩で日本美術の意匠として知

られるカマキリや菊をあらわしています。また、ところどころに添えられた金彩の手法は、秋草

（図 1）菊にカマキリ文月光色鉢 1884-

1889 年、北澤美術館所蔵 
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文の蒔絵を彷彿とさせます。そして何よりも、月を描かずして月の出た

夜を感じさせるところに、ガレの創意が示されていると言えるでしょ

う。異国の美術からの影響とガレの独創が冴える初期の傑作です。また

ガレは、ガラスそのものに高い象徴性をもたせたことでも知られます。

図２はその代表的な作品です。立体的な装飾を作り出すアプリカシオン

という技法を用いることであらわされた、器面いっぱいに咲き誇る大輪

のカトレアには、今を盛りとばかりに艶めかしくも力強い生命力が横溢

しています。一方、裏面には既に生気を失い色褪せ萎れたカトレアが付

されており、ひとつの壺の表と裏で、生と死が表裏一体であるさまをあ

らわしているのです。植物学者としても知られたガレの自然の造形に対する鋭い観察眼と生命の

神秘に対する畏敬の念が反映された名品と言えるでしょう。 

一方、ガレに憧れ、またよきライバルとして活躍したドーム兄弟

は、時代の流行を敏感にとらえつつ明朗快活な造形で世の人々を魅

了し続けました。「花の図鑑」とも称されたドーム兄弟の作品に

は、実に様々な自然の草花が登場します。図３は、まるでガラスの

なかに色とりどりの野の花が咲き乱れる花園がどこまでも広がるよ

うな様子があらわされています。作品名の「プレリアル」とは、か

つて牧草の季節を意味した月名で、現在の 5月～6月にあたります。明るい色使いで草花を詩情

ゆたかにガラスの世界に表現した彼らの作品にふさわしい命名と言えるでしょう。また、図４は

手の中に納まってしまうほどの小さく可愛らしい作品でありながら、そこに描かれたシクラメン

の花は実に生き生きとしており、思わず手で触れてしまいたくなりま

す。ドーム兄弟がガラスで表現した自然の健やかなすがたには、誰も

が心奪われるのではないでしょうか。 

本展では、古代から連綿と続いてきたガラスの歴史を踏まえつつ、近

代ヨーロッパ産業社会に花開いたガレとドームの独創的で自然への敬

意に満ちた作品の数々をご紹介します。総出陳数は 133件。山なみ萌

え花咲く季節の九博で、ヨーロッパ・ガラス工芸の黄金期となった、

アール・ヌーヴォーの美しきガラスの世界をぜひご堪能下さい。 

 

 

（図 4）シクラメン文小水差と杯 

1901 年頃、北澤美術館所蔵 

（図 2）蘭文八角扁壷（カトレ

ア）1900 年頃、北澤美術館所蔵 

（図 3）《プレリアル》 

1900 年、北澤美術館所蔵 
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特集展示 誕生 250 年記念 秋田蘭画ことはじめ 

―それは『解体新書』から始まった― 

九州国立博物館 畑靖紀 

 

「鎖国
さ こ く

」の時代とされる江戸時代にも日本では海外の文化が継続的に受容されていました。とく

に享保 5 年（1720）に将軍・徳川
とくがわ

吉宗
よしむね

がキリスト教の流入を防ぐ禁書令
きんしょれい

を緩和
か ん わ

したころから、

洋書
 

の輸入が一気に増え、次第にヨーロッパ

の学問
 

や芸術を学ぶ蘭学
らんがく

が盛んになります。

その流行のなかで誕生したのが秋田
あ き た

蘭画
ら ん が

、つ

まり秋田の武士が描いた阿蘭陀
お ら ん だ

風
 

の絵画で

す。 

 

 

 江戸絵画にリアリズムの新風を吹き込んだ秋田蘭画は、いまから 250 年前の安永 2 年（1773）

に秋田藩
 

の藩主・佐竹
さ た け

曙山
しょざん

と藩士・小田野
お だ の

直
なお

武
たけ

が博物学者・平賀
ひ ら が

源
げん

内
ない

と

出会い、翌年に『解体
かいたい

新書
しんしょ

』の挿図を描いたことをきっかけに作り上げ

られました。この特集展示
 

では、秋田蘭画の誕生 250 年を記念し、この

ジャンルの優
 

れたコレクションで知られる秋田市立千秋
せんしゅう

美術館の名品を

一堂に公開します。この絶好の機会
 

に、東西の美を融合して斬新
 

な絵画

様式を創造した秋田蘭画の世界をお楽しみください
 

。 

 

 

 

 

会期 ：令和 5 年（2023）4 月 29 日（土・祝）～ 6 月 11 日（日） 

会場 ：九州国立博物館 4 階 文化交流展示室 第 11 室 

主催 ：九州国立博物館・福岡県 特別協力：秋田市立千秋美術館 

児童愛犬図 小田野直武筆 江戸時代・18 世紀 秋田市立千秋美術館 

『解体新書』巻之首 杉田玄白等訳・小田野直武画 江戸時代・安永 3年（1774） 

秋田市立千秋美術館 
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菅公ご神忌千七十五年大祭に出席して 

1977 年つくし JC 現役理事長 

福山漢治 

1977 年 2 月 25 日 

菅原道真公ご神忌千七十五年大祭の記念式典が、天満宮前の広 

場で執り行われ、現役理事長として参席し、頂いた（記念品）を 

見て仰天した。 

重量感のある桐の箱に入ったもので、外箱に国宝【翰苑】三十と 

書かれてある。後日それは【かんえん】と読むと知り、調べて 

驚いた。 

翰苑とは中国周辺の国がその国々の生い立ちを、その国著名人が原文で綴り、そ

の写しといえども翰苑の全文の巻物を、おみやげのようにしてもたせる天満宮の度

量にも圧倒されました。 

それから 40 年、85 歳にもなった市井の老いた輩は、かって 40 歳にも満たない

浅学の日々が悔やまれる。その時点でどうして【翰苑】に注目出来なかったか。 

そして深く掘り下げなかったのか。悔やまれる。 

愛する会の皆様、太宰府天満宮の至宝【翰苑】にこの際関心を持っていただきた

い。 

 

Old soldiers never die They just fade away 

老兵は死なず、ただ消え去るのみ                          2023.2.25 

 

 

 

 

 

 

           

太
宰
府
天
満
宮
所
蔵
の
『
翰
苑
』
は
、

古
代
中
国
そ
の
周
辺
、
東
ア
ジ
ア
の

国
々
の
情
勢
、
そ
の
中
に
日
本
の
歴

史
、
風
俗
を
記
し
た
類
書
（
諸
本
か
ら

採
録
し
、
編
集
し
た
も
の
）
に
属
す
る
書

籍
で
あ
る
。
書
写
年
代
は
、
平
安
前
期

９
世
紀
を
下
ら
な
い
と
い
う
。
楮
紙
二

十
八
紙
に
墨
書
、
巻
子
仕
立
て
で
、
縦

二
十
七
・
六
セ
ン
チ
。
全
長
一
五
八
五

セ
ン
チ
の
法
量
で
あ
る
。
中
国
唐
代
顕

慶
五
年
（
六
六
〇
）
に
張
楚
金
が
孔
子

と
夢
想
で
語
ら
い
感
得
し
書
き
上
げ
撰

述
し
た
類
書
で
抄
本
（
抜
き
書
き
し
て
つ

く
っ
た
手
書
き
の
本
）
で
あ
る
。 

《 翰苑 蕃夷部倭國 》 


